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表紙写真／山梨勝弘氏撮影（福島県磐梯山）

■売上高（億円） ■売上構成比 ■1株当たり当期純利益（円）

注）１.単独業績の表示は、税引前利益が経常利益となります。
2 .平成17年3月期連結税引前利益及び連結当期純利益には、富士ゼロックス厚生年金基金の代行部分を返上したことにより生じた利益の額が含まれております。

単位：百万円（1株当たり当期純利益は除く）

連結

平成17年3月期



株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申
し上げます。
平成17年3月期における日本経済は、民間設備投資や輸出に牽引さ
れ回復基調にありましたが、原油価格の高騰や公共投資の落ち込み
等の影響により、期後半は景気にかげりがみられました。海外では、
米国及び中国を中心としたアジア経済が堅調な伸びを示しました。
欧州主要国の経済は、期後半にユーロ高が進み、輸出が伸び悩んだ
こと等により成長が鈍化しました。
このような状況下、当社は、イメージング、インフォメーション、
ドキュメントの各分野において、積極的な事業展開を図り、事業領
域の強化・拡大に努めました。この結果、当連結会計年度の売上高
は2兆5,273億円、利益につきましては、税引前利益は1,623億円、当
期純利益は845億円となりました。
当期末配当金につきましては、1株当たり12円50銭(当中間配当金
と合わせ25円)に決めさせていただきました。
次に部門別の状況をご説明させていただきます。イメージングソリュー
ション部門におきましては、デジタル化の進展により加速する事業構造
の変化に対応するため、平成16年10月に発足した富士フイルムイメー
ジング株式会社にイメージング関連製品の国内営業機能を一元化する
など思い切った流通改革を実施し、国内流通プロセスのスリム化を図
るとともに、営業・サービスの強化に努めました。急成長を続けるデ
ジカメプリント市場では、国内では「お店プリント」キャンペーンを強力
に展開した効果により、デジカメプリント枚数は大幅な伸びを示しま
した。フォトフィニッシング機器についても、海外においてデジタルミニ
ラボ「フロンティア」シリーズの販売が好調に推移しました。デジタルカ
メラの販売については、期後半になって国内及び北米市場の成長が急
速に鈍化したことで、競合他社の価格攻勢が激化し、厳しい状況で推
移しましたが、平成17年3月に発売した、手ブレ・被写体ブレに強く、
暗いところでもきれいに撮れる最高感度ISO1600を実現した超高感度
デジタルカメラ「FinePix F10」については大変好評をいただいています。
カラーフィルムについては、需要減少の影響を強く受け、事業環境
は厳しさを増しました。そのような中、ノンフラッシュ撮影で、自
然で奥行きのある雰囲気の撮影を可能とした「NP（ナチュラルフォ
ト）システム」など、銀塩感光材料の特長を生かした製品を提供する
ことで、新たな需要開拓に努めております。
インフォメーションソリューション部門におきましては、モニターやノート
PCの大型化と液晶テレビの急速な市場拡大に伴い、「フジタック」「WV
フィルム」等のフラットパネルディスプレイ材料製品の販売が、大幅に増加
しました。既存工場の増強に加え、平成17年春より熊本県において新工

場の建設に着手するなど急ピッチで生産能力を拡大し、急増する需要
に対応していきます。医療診断用製品では、国内外ともに、FCRやイメー
ジャ等の機器や医用画像情報ネットワークシステム「SYNAPSE」の販
売が好調に推移し、また、内視鏡製品では、世界初のフルデジタル電子
内視鏡システム「サピエンティア」を発売し、さらなる事業の拡大を図っ
ております。印刷システム関連製品では、ワールドワイドでのCTP化
の急速な進展に対応するため、米国、オランダ、中国及び日本におけ
る四極生産体制の強化を進めております。記録メディア製品のデータ
ストレージテープについては、ミッドレンジ系サーバー用は競争激化
により厳しい事業環境が続きましたが、エンタープライズシステム
「3592」（大企業向け基幹システム）用のデータカートリッジの販売は堅調
に推移しました。
ドキュメントソリューション部門におきましては、カラー複合機

「DocuCentre Color シリーズ」の販売が引き続き好調に推移し、オ
フィスプリンターの分野では、低価格の高画質レーザープリンター
が販売台数を大幅に伸ばした結果、欧米向けのカラー機全体では前
期比約3倍の増加となりました。また、カラー・オン・デマンドプリ
ンティングシステムの販売台数も大幅に増加しました。次世代のデ
ジタル出力のビジネスモデルを構築する場として、東京、シドニー、
シンガポール、上海の4拠点に「デジタルプリント・イノベーション
支援センター（epicenter：エピセンター）」を設立し、デジタルプリ
ンティング市場の拡大に取り組んでおります。
当社は、現在、「新たな成長戦略の構築」「経営全般にわたる徹底
的な構造改革」「連結経営の強化」という中期経営計画「VISION75」
で掲げた基本戦略に沿って、将来を担う新規事業の創出に向けた研
究開発体制の再構築、M&A、企業再編等の構造改革を積極的に推進
しております。富士フイルムグループのイノベーションをリードす
る研究開発の中核基地となる新研究拠点「先進コア技術研究所」建
設の決定、米国Arch Chemicals, Inc.の半導体関連化学品の研究開
発・生産・販売部門であるMicroelectronic Materials部門の買収や、スク
リーン印刷用インク／産業用インクジェット用インクの世界的メーカ
ーであるSericol Group, Limited（英国）の買収などはその一例です。
今後さらに諸施策を推し進め、強固な経営基盤の確立と競争力の強
化・成長を実現し、株主価値の向上を目指していきます。
株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層のご支援、ご鞭
撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成17年6月
代表取締役社長・CEO

ごあいさつ



熊本県に「フジタック」の
新工場建設開始
　液晶ディスプレイに必要不可欠な部材である「フジタッ

ク」の大幅な需要増に対応するために、新たに2005年4月1

日に「富士フイルム九州（株）」を設立し、現在、熊本県に新工

場を建設しています。

　新工場では2005年4月より2ラインの工事に着工、それぞ

れ、2006年12月、2007年4月の稼動を目指しています。

　さらに液晶ディスプレイの需要増に対応しながら、順次

増設を進めていきます。

「WVフィルム」の3工場建設
　液晶ディスプレイの視野角を拡大するフィルムで、デフ

ァクトスタンダードになっている「WVフィルム」も、需要

が拡大しています。このためその生産能力を増強する工場

として、富士フイルム小田原工場内に第6工場、富士フイル

ムオプトマテリアルズ内に第7・第8工場の建設を進めてい

ます。

　第6・第7工場は2005年8月から、第8工場は2006年6月から

の稼動を予定しています。
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中期経営計画

中期経営計画「VISION75」の基本戦略のひとつである「新たな成長戦略の構築」の実現に向けた

成長事業への積極投資と新規事業創出のための新研究所設立について紹介します。

「VISION75」達成に向けて

フラットパネルディスプレイ
材料の生産能力増強
液晶ディスプレイの需要拡大に伴い、富士フイルムの液晶ディスプレイ

材料の需要は急激に伸びています。

当社はこれに対応するため、積極的に生産能力の拡大を図っています。

富士フイルム九州の完成予想図

▲新工場建設中の富士フイルムオプトマテリアルズ

▲

230

280

330

2005

200

300

250

150

350

400

50

60

70

80

90

100

フジタック WVフィルム

2006 2007 2005 2006 2007

生産能力増強推移

180

380

50

70

90

2
JUNE          2005









　「フォトイメージングエキスポ2005」は、

昨年まで別々に開催されていたコンシュー

マ向けの「フォトエキスポ」、写真店など

の業界向けの「ラボシステムショー」、プ

ロ向けの「IPPF」という3つのショーが

1つになったアジア最大級のフォトイメー

ジングの総合展示会で、4日間の会期中、

約10万人が来場しました。

　富士フイルムは、「真の写真のチカラ

～THE POWER OF REAL PHOTOS.～」

をスローガンに、デジタルカメラやデジ

タルミニラボなど、当社の誇る映像の「入

力～出力～記録」に関する幅広い製品群

を展示・提案。高い技術力に裏付けられた

製品やソリューションに高い関心と評価

を得ました。

　また、壁一面に鮮やかな写真を展示して、

「写真の価値」「写真の楽しさ」を訴求。美

しさと迫力で、多くの方を引きつけました。

～2005年3月17～20日、東京ビッグサイトで開催～

フォトイメージング
エキスポ2005
フォトイメージング
エキスポ2005

トータルコンセプトゾーン

ビジネスゾーン

最速5分間仕上げプリントサービスなどの「お店プリント」
のデモを中心に、写真の持つ「価値」「楽しさ」をアピール

写真家や作家を迎えてのトークショー、
プロカメラマンによるセミナーなどは、
来場者に写真の力強さ、楽しさを体感し
ていただくことができ、好評を博しました。

デジタルカメラ「FinePix」シリーズ、ノン
フラッシュで撮影できる高感度コンパクト
カメラ「NATURA」やケータイプリンタ「Pivi」
など幅広い製品を出展しました。

デジタルミニラボ「フロンティア」の超迅速
処理機能を核に、お店のニーズに合わせた各
種出力機器とのシステム構成を提案しました。

コンシューマゾーン

6
JUNE          2005



　富士ゼロックスのフルカラー・デ

ジタル・プリントシステム「Xerox 

iGen3」は、短納期での多品種少量印

刷に対応した、高速・高精細のフル

カラーオンデマンド印刷システム

です。100以上の新特許技術を駆使

して、これまでにない高画質・高生

産性を実現しただけでなく、情報処

理とデジタルプリントの融合した

高次元・高品質のドキュメントサー

ビスが提供できます。

　「Xerox iGen3」の先進性が注目され、

実現したのが、会員数1300万人を誇

る三井住友カードの利用代金明細

書のフルカラー化です。フルカラー

化によって、ビジュアル的PR効果を

高めるだけでなく、お客様の利用傾

向を分析し、ニーズに合った情報を

掲載することにより、利用代金明細

書に「情報紙」としての価値を付加

しました。

　カード会員一人一人のニーズに

合わせた情報・コンテンツを利用代

金明細書に印刷することは、「Xerox 

iGen3」のように、基幹データ処理と

ドキュメント処理が連携できるシ

ステムだからこそ、実現できたこと

です。富士ゼロックスでは、複写機

／複合機事業、プリンター事業など

と並ぶ新しい事業の柱として、「Xerox 

iGen3」を中心としたプロダクショ

ンサービス事業を強力に推進し、新

しいサービスの提供に努めていき

ます。

One to Oneマーケティングの実現に寄与　

カード

業界初!!
カード

業界初!! 三井住友カード利用明細書が
全面フルカラー化

カード

業界初!!
「Xerox iGen3」で

フルカラー化された利用代金明細書

お客様の利用傾向を分析し、一人一人のニーズに
応じた情報を保管率の高い利用代金明細書に掲載

ポイポイント得点も
カラカラー化
ポイント得点も
カラー化

欲しい内容を必要なときに必要なだけプリントするオンデマ
ンド印刷の高速化・高画質化を可能にした「Xerox iGen3」
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　当社は、イメージング関連商品・サー

ビスを幅広く提供するとともに、写真文

化の維持・発展を社会的な役割ととらえ、

さまざまな活動を行っ

ています。

　企業メッセージCM「あしたに続く写真」

シリーズでは、「好感度が高く話題性のある」

スポーツ選手の大切な思い出・原点となる

写真を紹介するとともに、写真のエピソー

ドを生の声で語ってもらっています。この

シリーズは、「大切な写真」による「懐かし

い思い出」や「貴重な記録」としての価値

に加えて、「大切な写真」が「今につなが

っている原点」であり、「未来に続く活力」

になるという、写真の未来性にも着

眼したものです。

「あなたにとって写真とは？」

改めて写真のかけがえのない価値を

皆様にも再認識していただければ

と思います。

富士フイルムは、「写真のかけがえのない価値」を
広く伝えていくため、「自分にとって大切な写真」
にスポットを当てた企業メッセージCMを展開し
ています。2004年1月から放映した「一枚の写真」
シリーズに続き、2004年秋からは、「あしたに続
く写真」シリーズの放映を開始しました。

宮里 藍（女子プロゴルファー）
国内外で大活躍の彼女にとっての原点ともいえるのが、この小学3年生のときのドライバー
ショット。ゴルフの師でもある父親 優さんが「理想のフォーム」とも呼んでいる写真です。

写真の価値を伝える
富士フイルム　企業メッセージ テレビCM

「あしたに続く写真」シリーズ

古田敦也（プロ野球選手）
ドラフト会議で指名されることが有力視されていた
立命館大学4年のときの写真。結果は、どこの球団か
らも指名されず、この写真は、「必ず自分の実力を認
めさせて、プロに入る」と決意した、プロ野球選手と
しての原点となりました。

CM「あしたに続く写真」シリーズは、各選手の
選んだ思い出深い写真と現在のインタビュー
シーンがオーバーラップしながら展開します。

プロゴルファーとして活躍する2人の兄と一緒
に写った幼い頃の写真は、藍ちゃんが大切にして
いるもののひとつ。家族の絆や愛を確かめられる
だけでなく、プレーへの励みにもなるそうです。
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　富士フイルムグループの光学機

器デバイスの開発・生産を担うフジ

ノンの海外現地法人、富士能（天津）

光学有限公司は、カメラ付き携帯電

話、デジタルカメラ、液晶プロジェ

クターなどに使われる高品質・高精

度な光学部品の加工・組み立てを行

っています。近年のデジタルカメラ、

カメラ付き携帯電話の普及によっ

て高まるレンズ需要に応えるため、

工場を新しく建設し、2005年3月よ

り稼働しています。工場の延床面積

は、1995年設立当初の2,000m2から、

数度の拡張により26,000m2となり、

世界各国にレンズ関連部品を供給

しています。

　アメリカ最大の写真業界トレー

ドショー「PMA2005」が、2005年2月

20～23日、米国フロリダ州オーラ

ンドで開催されました。今回のスロ

ーガン「Fujifilm. Leading Imaging 

Solutions」には、当社の幅広い事業

展開と業界を牽引していくという

強い意志が込められています。ま

た同時に、製品やサービスの提供

だけでなく、写真の持つ「価値」「力」

「素晴らしさ」を伝えるのも当社の

役割だという姿勢

を強く打ち出しま

した。

　会場では、「Get the Picture. In minutes!」

をキャッチフレーズに超迅速処理

の「Print at Retail（お店プリント）」の

提案や「高感度で高画質」というデ

ジタルカメラの新たな領域を切り

開いた「FinePix F10」「FinePix Z1」の

製品紹介を中心に、デモンストレー

ションを行い、連日活況を呈しました。

PMA2005

イメージング分野をリードする
富士フイルムをアメリカから世界へ

▲中国・天津で稼働した富士能（天津）光学有限公司の新工場

当社がオフィシャルスポンサーになっているニューヨークヤンキ
ースの往年の名選手をブースに招き、サイン会を実施。写真に直筆
サインをしてもらえるとあって、野球ファンのみならず、多くのお
客様に喜んでいただきました。

富士能（天津）光学有限公司の
新工場稼働

好調なカメラ付き携帯電話用レンズユニットの生産力アップ図る
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財務諸表

注）平成17年度3月期連結損益計算書には、富士ゼロックス厚生年金基金の代行部分
を返上したことにより生じた利益の額が含まれております。



●設 立 昭和9年1月20日
●資 本 金 40,363百万円（平成17年3月31日現在）
●従 業 員 数 8,914名　
●本 社 神奈川県南足柄市中沼210番地
●東 京 本 社 東京都港区西麻布二丁目26番30号

インターネットで当社に関する情報がご覧になれます。
URL http://www.fujifilm.co.jp/

●決　 算　 期 3月31日
●定時株主総会 6月下旬
●公告掲載新聞 日本経済新聞
●名義書換代理人 UFJ信託銀行株式会社
●同事務取扱所
UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081 東京都江東区東砂 7-10-11 
電話（0120）232-711（フリーダイヤル）

照会先
株式の各種お手続き用紙のご請求は、次のUFJ信託銀行の電話
及びインターネットで24時間承っております。
受付フリーダイヤル0120-244-479（本店証券代行部）

0120-684-479（大阪支店証券代行部）
URL http://www.ufjtrustbank.co.jp/

●同 取 次 所
UFJ信託銀行株式会社　全国各支店
野村證券株式会社　全国本・支店

●1単元の株式の数　100株

●単元未満株式の買取請求および買増請求について
単元未満株式（1株から99株の株式）の買取請求（ご売却）及び買増
請求（ご購入）については、上記の事務取扱所・取次所でお取扱い
たしております。ただし（株）証券保管振替機構に株券を預託されて
いる場合には、お取引の証券会社にお申し出ください。

なお、当社は決算公告に代えて、貸借対照表ならびに損益計算書を
当社のホームページ《http://www.fujifilm.co.jp/》に掲載しております。

株主と株式の概況
会社概要

株主メモ

｝自動応答

〒106-8620 東京都港区西麻布2丁目26番30号　
電話 (03)3406-2111(大代表)

本誌はアメリカ大豆協会が認定

する環境にやさしい大豆油インキ

を使用しています。

本誌は古紙配合率100％再生

紙を使用しています。



�


	株主のみなさまへ
	財務ハイライト
	ごあいさつ
	「VISION75」達成に向けて
	次世代の医療画像診断支援への取り組み
	Topics
	フォトイメージングエキスポ2005
	Xerox iGen3
	「あしたに続く写真」シリーズ

	海外だより
	PMA2005
	富士能（天津）光学有限公司の新工場稼働

	新製品
	CSR Report
	財務諸表
	株主と株式の概況
	会社概要、株主メモ
	PRのページ



